夏目漱石の経済感覚（その二）――自分の力で獲得するもの―― by 越智, 悦子
漱石の経済感党を考えるに当って、
いつも心にひっかかってい
る文茸があった。林田茂雄氏の「漱石の悲劇」の中の一節であろ。氏はその
著書の中で、
漱石作品における．「下女」の存在に注目し、
次のように述べている。
．
は＾
じめて漱石全集を通続したとき
、お
もしろいことに気が
ついた。
それは、
漱石が描き出していろ家庭には、
どんなに貧
乏して ても必ず女中がいるということである。
私たち
の常悶からいうと、
女中をおくことのできる家庭を、
とても
貧乏人の仲間だとは考えられない。
ところが漱石
の常識
からいうと、
女中のいない
家庭な
ど、
まともな家庭だとは考え
られなかったのであろうか。
いや、
そんなひねくれた想像は閻
違いで、
おそらく漱石としては、
女中を、
家庭に当然のつきも
のだぐらいに思いこんでいたのであろ
う。
どんな貧乏な家庭に
だって、
なペ・
かま・
茶わん類は必ずつきものであろように、
（一）
ー自分の力で獲得するものー|l
夏目漱石の経済感覚
女中もまた家庭のつきものだと考えて疑わなかったのではなかろうか。＞氏は右の文章に続けて、
この生活感党の具体的な表われとして
「野分」「門」などにおける
経済生活の不自然さを挙げ、「野分」
の白井辺也は、
「家賃はおろか食うにも困り、
質ぐさすら尽きて
いるというの
に、
なお
白井家は女中を使っていろのである。
私た
らにはこっけいにさえ感じら
れる、
このちぐはぐさが、
漱石のな
かでは何のふしぎも
なさそうに通用させられ
ていろ。」と述ぺ、
「門」では、
宗助がたった一人の弟との同居を断わ
り、
書生とし
て他人の家へ住み込ま
せながら、
一方では女中を置いているとい
う
矛盾に対して、
「むかし私は『門
J
のこの個所をよ
んだとき、
弟の小六に同情して宗助のエゴイズム 腹をた
てた。
しかし、
あ
とで
気が
ついてみろと、
これは宗助のエゴイズムではなくて、
漱
石の生活感党の限界なので
あった」と述ぺている。
そして最後に
氏は、
この作家漱石の生活（経済）感党は、
生活人夏目金之助の
日常実生活における経済経験から生まれたもので、
「女中とい
う
(nI) 
（その二）
越智悦子
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も の を 、
なぺかま同様の家庭用必需品のように感じき
っ て い た と
いうことは
、
いかに漱石が｀
女中のいない家庭生活というものに
9 じ み が う す か っ た か 、
の証明になるようで
ある。
こ の こ
と
は 、
漱石
の作品および漱石自疑を正しく理解する上に、
大 軍 な か ぎ に
なると思われる。」と結んでいる。
（ 紅 2 )
つまり林田氏は、
「漱石を象徴するもの」として、
彼 の 生 活 感
党を取り挙げ、
漱石にとって、
女中のいない生活は党から考えら
れないものである。
それ
程 漱 石 の 生 活 感 党 は 裕 福 な 生 活 経 験 を 基
盤にして形成されており、
そこに彼の社会的、
経 済 的 な 物 の 見 方
の限界があるとしているのである。
：
確かに林田氏の言う
通 り
、
幼 少 期 を 過 C し た 咬 家 塩 原 家 に お い
ても
、
実 家 夏 目 家 に お い て も 、
また漱石自身が家庭を作った後の
教 師 生 活 、
作 家 生 活 の 中
におい
ても「下女」と呼ばれる
人 々 を 廂
ぅととのできる生活を営んで来たことは串実である。
が 、 ． そ の 生
（ 紅 3 )
．活
は 幼 児 期 、
少年期に親達の作った家庭の中で投育さ
れてい
た
期 間 、
つ ま り 社 会 的 に 独 立 し た 一 個 の 個 人 と し て 存 在 し う る 前 段
階の子供の時期は別として、
成人した後の漱石の生活は、
彼 が 彼
自身の意志によって、
自 分 の 努 力 、
労 慟 と 引 き 替 え に 手 に 入 れ た
生 活 で あ っ た 。
漱石は自分
が
創造して行く生活として「下女」を
図 く こ と の 可 能 な 生 活 レ ペ ル を 選 ん だ の で あ る 。
そしてへそれを
獲得するために、
生活を支えるための
不快をも忍んだ人である。
そ の 突 際 に つ い て は 頗 に 眺 め て 行 き た い と 思 ぅ が
、ま
ず こ こ で は 、
漱 石 自 身 が 自 分 の 経 済 生 活 を ど の よ う に 感 じ て い た か を 示 し て おきたい。
漱石は
、
自分の経済生活を豊かなものとは思っていなかった。
自 分 を 経 済 的 に 裕 福 な 人 閥 だ と は 決 し て 考 え て い な か っ た の で ある。
そのことは、
（ そ の 一 ） で 考 察 し た ． 他 者 へ の 経 栢 援 助 身
に
際
し
て し ば
し ば 使 わ れ た 「 僕 は 金 持 ち で は あ り ま せ ん が … 云 々 」
という言い回しにもうかがわれるし、
ま た そ の 他 の 告 簡 、
日記な
どに残された記述からも知られる。
．．
． 
ヽ｀
＾ け ふ は 大 三 十 日 な り と て 家 内 中 大 さ わ ぎ な ろ に 引 き か へ 拭 生のありがたさは何の用
m
もなく只昼は臼に向ひ膳に向ひ夜は床
の 中 に も ぐ り こ む の み 気 取 り て 申 さ ば 閑 中 の
閑 、
静 中 の 静 を 領
、 、 、 、 、 、
す る 也 俗 に 申 せ ば 銭 の な き た め 不 得 己 握 り 睾 丸 を し て デ レ リ と栢 巷 に た れ
こめて御座ろ
也 （ 関 22 . 12 . 31 子 規 宛 ） 〉
．
印、
、
＾当夏は出来るな
らば九洲の山河を祓渉致度と存候へども嚢中
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、自 ら 銭 な く と い ふ 景 況 に て 奈 伺 と も 致 し 難 く 候 9 28 . 7 . 26 斎 騒阿 只 g V
、 、 、 、 、 、
＾ 金 ガ ナ イ カ ラ 倫 執 ノ
m
情 モ 頓 卜 知 レ ナ イ ( ITI 翌 11 . 20 “ 代 禎 ＂
さ＞
ト
ム
＾子供の名前丈でも金持然としたければ夏目宮がよからう但し
、 、 、 、 、
親が金之助でも此通り貧乏だか
ら あ
た ら な い 平 は 受 合 い だ 。 （ 明
“ . 1 . 24 夏 目 11 子 宛 ） ＞
、 、
、 、
＾ 僕 は 一 文 な し の 餅 に 近 頃 し き り と 住 宅
の図案を考へて居ろ。
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（明37.6.18野村伝四宛）＞
、、、、、、
＾僕も国があって山があって河があって最後に金があったら
、、‘``
らう（明39.7.18小宮豊陰宛）＞
憮よか
＾か
う
家族が多くなろと少々医術を心得て屈く方便利なりと
思ふ。
医術、
法律、
文芸、
是は昔の武芸十八般と同じく普通教
育として
かぢろぺきものなり。
（略）金持
は夫々屯問家を雇つ
、、、、、、
て家内に飼つて置いて
も済むが貧乏人
は困ろ。（明42.4.21BgV
、、、
、、
＾切に考ふれば希望三分二は物質的状況にあり。
金を欲
する
ヽヽ｀や切也。（明43.9.26日記）＞
＾小生も子供が多くて家が狭くて弱つてゐろ。
どうか越した
、、、、、
い金が欲し
いと思つてゐろ。（大元・11.9背Jll正襦宛）（愕点筆者）＞
これらの記事が書かれた日付を追っ 見てもわかろように、
漱
石は
若い頃から晩年に至るまで、自分が金持ちであろという意識
は全く持
っていなかった
し、
それどころ
か、
右に挙げたように事
あろととに自分の経済生活を気にかけ、その豊でないことを託ってい
るのであろ。
このことは同じ文学者でも、
例えば、
何不自由のない窮らしを
当然のこと
として成長し、
成人後の生活もその保
証された
金銭的
バックアップの中で、
暮らし向きに頭を悩ますことなく文学に従
事してい
られた
学習院出身の「白樺」派の人々とは異なる点であ
ろ。
荒正人氏は、
その対比として
「自分は金銭についてまだ正当
な考えをもて
ない
でいる」とさえ言うことのできた武者小路実篤
（紅4)
のことを取り上げ
ていろが、
彼は処女作『荒野』を明治四十一年、
二十三オで芙四百円かけ
て自費
出版して
いろ。
しかも当時、
そ
の経費について
は全く関知しないでいられた
のであろ°'思い出話
に、
「物価のことは、
ぼくはちっとも知らないで、
あと
になって
聞いたら三、
四百円。
はっ
きり党えていないけれ
ど、
ぼくは兄貴
が死ぬ一年か二年ぐらい前に会ったときに、
その話をし
て、
断わ
られろと思っていたら、す
ぐ本を出すことに賛成して、
それで金
、、、、、、、、、、 、のほうもすぐ出し くれることになって。（対骸「且いだ十ままに」r汎代日本文學大系」第33几月呪30傍点箪者）」と語
っ
ていろ。
明治四十一年の一――
四百円は現在のおよそ
l
六0万円である。
とれだけの金が、
いと
も簡単に外交官である兄から出しても えろ囮境に武
者小路は
い
たのであろ。
この武者小路に象徴されろように、
彼らは漱石の言？一種の＝高
等遊民」でい
られた人々であろ。
が、
漱石自身はど
うか
と言えば、
「高 と う言葉を作り、
作品の中
にその姿を描いて見せ
はし
たが、
彼自身は「高等遊民」ではなかったし、
なり得ない生
活人であ
っ
た
。
では、
生活人とし
ての漱
石の
、実
際の経済生活はど ような
もの
であったのだろうか。
そして、
その実生活から生まれた彼の経済
感覚はどのような特色を持ってい
たの
であろうか。
こうした点に
ついて考えてみ い。
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‘,、二ヽ
｀‘
幼児期の生活、
その体験がその人の価値観なり、
ものの見方、
考え方なりに本質的な影響を及ぼ
すことは「三つ子の魂百まで」
と言われる通
である。人の経済感党もま
た、
その根本的な部分
は幼児期の生活に根差
す
ものであろう。
．
漱石は周知のように誕生
後間も
なく里子に出され、
一旦は実家
にもどされるが、
ニオの時に再び養子として塩原
家へ出されてい
る。
その後、
十オの時に塩原目之助、
やす夫婦の難婚により再度
実家夏目家へもどされるが、
こうした体験の中、
漱石のもの心つ
き始める幼児期は、
塩原家での生活であったと考えてよ
い
。そ
の
塩原家での生活は、
幼い漱石金之助にとって贅沢なわが
まま っ
ばいのもの あった
当時の贅沢ぶりを漱石
は、
自伝的小説「道
草」に次 ように描写している。
·
＾其人は健三のために小さい洋服を持らへて呉れた。
大人さへ
あまり外国の服装に親しみのな 古
い時分
の事なので、
裁縫師
は子供の着ろスタイル杯には丸で頓着しなかった。
（略）
彼の帽子も其頃の彼には珍らしかった。
（略）
其人は又彼のために尾の長い金魚をいくつも買つて呉れた。
武者絵、
錦絵、
二枚つゞき三枚つゞきの絵も彼の云ふがまヽに
貿つて呉れた。
彼は自分の身体にあふ緋鍼しの鎧と煎頭の兜さ
へ持つてゐた。
彼は日に一度位づA其具足を身に若けて、
金紙
で持 た采配を振り舞はした。
彼はまた子供の差す位な短い脇差の所有者であ
った。
その脇
差の目団は、
臥が赤い唐辛子を引いて行く彫刻で出来上つてゐ
た。
彼は銀で作った此鼠と珊瑚で栴へた此唐辛子とを、
自分の
宝物のやうに大事がった。
（十五）＞
＾彼の望む玩具は無論彼の自由になった。
其中には写し絵の道
具も交つてゐ
（四十）＞
．右の「其人」
とは
「島田」という名で登場する従父塩原邑之助
であり、
「健一1-」とは漱石自身の幼い頃の姿であ
ろ。
このよう
な
塩原家での技沢な暮らしぶりを、
漱石は同じ「迫草」の
中で、
「品
田は吝裔な男であった。妻のお常は島田よりも猶吝爵であった。」「然し健三に対すろ夫婦は金の点に掛けて寧ろ不思詔な位究大であ
った。」「要すろに彼は此吝稲な島田夫婦に、
余所から貰ひ受
けた一人つ子として、
異数の取扱ひを
受けてゐたのである。」
と
述ぺている。
「迫草」
では続いて、
この「異数の取扱
ひ」
の因って来たる所
以が分析され のであるが、
それはともかくとして、
物心つ
き始めた漱石が物質的には何不自由なく、
自分の望むものは直ち
に手に入れることのできる境遇 育てられたことには違いがない。このこと 関して荒正人氏は、
「漱石文学の物質的碁礎」の中で、
「最初 記樟が物質的自由で始まったことは、
後年の精神形成史
のなかで大きな因子と 動いたものらしい。
もし
従家先で極度
の窮乏を体験した らば、
後年の漱石の金銭観もおのずから異っ
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漱石は明治九年頃実家へ戻される。
その頃実家夏目家では、
維
新後、
父直克の糧稼会社への出資の失敗により、
江戸の名主であ
った頃の華やかさは失い、
直克の官吏としてのいくらかの収入と、
財産の食い演しによって生活を保つという状況であった。
そうした中へ帰って来た漱石
に対して、
実父直克は邪険な態度
を取った。
「殆ど子としての待遇を」与えることなく、
「小さな
一涸の邪魔物」として取り扱った。
今までと打って変わって「陸
貧」な態度になった父親を、
漱石は「道草」の中で次のように分
析している。
＾子供を沢山有つてゐた彼の父は、
苑も健三に依枯ろ気がなか
った。今に世話にならうといふ下心の
ないのに、
金を掛けるの
は一
銭でも惜しかった。
繋がる親子の縁で仕方なしに引き取っ
（三）
たものになったろう。」と述べてい
る。
確かに養家での物質的自
由生活は漱石の経済感覚、
またそれを反映する生活程度のレベル
に対する感覚を、
ある
一定以上にす
る
、つまり「下女」にかしずかれる
日常生活を普通のことと思
う感党を持 せる働きをしたかも知れ
ない。
しかし漱石の場合、
そうした一定レベル以上の生活
は、
自
然の恵み
として天から与え
られろものではなかった。彼 幼児期
に経験した、
望みさえすれば全て外から（簑父母から）与えられ
るという豊か 生活は、
この時期限りのものだったのである。
たやうなものA、
飯を食はせる以外に、
面倒を見て過るのは、
たゞ損になる丈であった。
（九十一）＞
実父直克にとって、
突然舞い戻って来た漱石（健三）は、
「出
来損ひ」の「厄介物」でしかなかったのである。
このような実父の元へ戻った幼い
漱石が、
将来身を立てる際の
基盤となる正規の教育を受けることができたの
は、
長兄大助の支
持のおかげであったらしい。
大助は漱石が実家へ戻って間もなく
の頃から、
この末弟に勉強を教え始め、
その後も英語を教えたり、
文学に進むことに反対をし り、
漱石の学問に対しては常に熱心
であった。
大助は学問嫌いで遊び人であ
った
すぐ下の二人の弟た
ちよりも、 菜優秀で無口なこの末弟に期待するところがあったのであろう。東京開成学校（後の東京大学）で学問を招み、
「シ
836) 
ーポルトとも親交があり、
和洪洋の学に達して」いながら、
宿飼
結核によって中断され
た自分の沙をこの末弟に託
そうとしたのか、
（註6)
自分の跡目を継がせることも考え
ていたようである，
もちろん、
漱石自身の側にも学問に対する強い関心があった。
それは新しい時代の到来の で、
明治の背年たちを衝き動かした
野心＂立身出世．
にもつながるものであった。
当時の心持ちは、
「道草」の中で、
実家へ戻った当初、
先の養家を訪門し、
捉父か
ら「給仕にでも何でもさせるから左右思ふが可い」と言われた時の気持ちとして次のように述ぺられて
いる。
＾健三は驚いて逃げ帰った。
酷苅といふ感じが子供心に淡い恐
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彼は心のうちで伺遍も同じ営菜を繰り返した。
（九十一）＞
ここで注目したい
ことは、
この当時十オ前後で、
漱石はすでに
自分の将来を
「長い閻の修業」によって「世間に出」るものとし
て兄通していたことである。．自分の将来の生活
は、
自分の努力に
よっ 始めて獲得されるものであ
るとい
う
認磁を、
少年時か
らすでに持ってい
たと苔って良
かろう。
努力なくしては何物も獲
得できないということを、
はっき
りと自党していたのである。
従って、
すでに一家を構え、
留学から帰国後大学講師という麻
い地位を獲得して る三十代半
ばの「健三」が、
自らの幼少期を
回想するという構成を取っている「道草」で
は、
先に引用した文
章に続いて、
次のように書かれている。
.＾
幸ひにして其言菜は徒労に繰り返されなかった。
彼は伺うか
斯うか給仕に
ならずに済んだ。
「然し今の自分は何うして
出来上ったのだらう」
．彼
は斯う考へると不思議でならなかった。
其不思額のうちに
、、
、、、
、、、、
、
．．
は、
自分の周囲と能＜閾ひ終せたものだといふ誇りも大分交つ
てゐた。
（九十一）（傍点箪gV
「給仕になんぞされては大変だ」
ろしさを与へた。
其時の彼は幾戌だったか能＜党えてゐないけ
れども、
伺でも長い間のじ業をして立派な人間になって世問に
出なければならないといふ慾が、
もう十分崩してゐる頃であっ
.]
。
f
 
ここに述ぺられているように、
漱石の高レペルの生活は
「関ひ」
取られたものであった。
漱石は、
「一人前になつて少しでも働け
ろやうになったら」「給仕でも伺でもさせ」．て食い物にしようと考えてい
た焚父と、
「
l
個の厄介な邪炭物」としか考えなかった
実父との閻で、
また、
「宅の懸物や刀剣顔を盗み出しては、
それ
を二足三文に売り飛ば
j
し、
芸者竪の前の家でCろl＼し、
「寝
そぺったり、
縁側へ腰を掛けたりして、
勝手な出放国を並ぺ、」
（れ7)
昼間から芸者を相手 ぷらl＼遊んでいた兄や従兄たちの間にあって、
自らは「長い閻の修菜をして立派な人肋になつて世間に出
なければならない」という自党の
もとに、
一人孤独に修菜を続け
たのである。
8 5 
この漱石の自党による努力、
その行動を支えたものとして、
先一
に述ぺた当時の腎年の一般的な「立身出世」に対すろ野心 他に、もっ
と大きな坂因として、
彼の自主独立精神の現れを見ることが
できる。
この独立精神を彼に植えつけたのは、
取りも直さず今ま
で述ぺて来た里子、
養子、
実家復帰と、
たらい回しにされて来た
彼の幼児体験である。
漱石は、
幼い自らがどこにも寄る辺を持た
ず、
暖かい源の与えられなかった淋しい体験を、
「迅立」の中で
次のように述ぺている
。
．
＾健三は海にも住めなかった。
山に
も居られなかった。両方か
ら突き返されて、
両方の間をまcl\'してゐ
た。
同時に海のも
のも食ひ、
時には山のものにも手を
出
した
9
'実
父から見ても焚
父から見ても、彼は人間ではなか
った。寧ろ物品であっ
た。
た
ハだ突父が我楽多として彼を取り扱ったのに対して、
養父は今に
何かの役に立てヽ遺らうといふ目算がある丈であった。
（九十
．一）＞
こうした
生活環境の中で
、漱石は頼れるも
の
は己一人という意
識を育てて行ったのである。
．
そし
て、
自己の力のよりど
ころを学問
の上に図き、
学閤によっ
て自立することを真剣に考え
るようにな
る。
そのきっかけともな
った事件に第一高等学校予科時代の蕗第があ
った。
この
落第につ、、、、
いて述ぺた後年の回想談話に、
他から「信用を得るには何うし
て
、、、、、、、、、、も勉強す
ろ必要がある。
とかう考へたので、今迄の様にうつかり
して居ては駄目だから 寧そ初からやり団した方がいA
と思って
、
友達などが待つ 居て追試験を受けろと切 勧める
のも聞かず、
自分から落第し 再び二級を
繰返す
ことにし
たの
である。」「若、、、、、、、
し其時落第せず、．唯誤魔化して許り通つ
て来た
ら今頃は何んな者
、、、、、、、、 、になつて居た
か知れないと
思ふ
。（明39.6.20r中学文芸」傍点箪
5
」と
あろ。
こ
の談話（特に傍点部）からもわかるように、
漱石は自分
の意志によって学問を身に
つけ、
その学問を積むことを通して
自
分の生活を確保し 行っ のである。
従って、その専門学科を選ぶ際には、
長兄大助の助笞もあり、
生活
の斑とな
り得る学問、換言すれば、
経済的に自ら
の考えろ独
立した生活を支え
るだけ
の収入を獲得でき
る学問を選ぽうとする。
この
学問に対する実利的な態度
は友人
の一言で覆され
るが、
その
経験は、
同じく回想談話「処女作追懐談」に、
趣味と突益を兼ね
た学問として「建築」．を選ぼうとしていたと
ころ、
友人米山保三
郎に「一も二もなくそれを却け
てしま」わ
れた逸話として次のよ
うに語ら
れている。
．
＾元来自分の考は此男
の説
より
も、
が6と哭際的であふ
。食ペ
ふとい45とを基点や5で出立いた弯でかふ
。所
が
米山の
説を
聞いて見ろと、
何だか空々淡々とはしてゐ
ろが、
大きい事は大
、、、、、、、、、、、、、、、、、、
きいに違ない。
衣立問題などは丸で眼中に図いてゐない。
自分
はこ
れに敬腹した
。（明41.9.15『文章伐界I”点111行）＞
．
米山の「大議論」によ
って突利的な考えを撤回し、
文学を学ぷ
決意をして英文学に志望を変更した際のことである
。こ
うして巧
攻した英文学によって教師として身を立てて行くことになろ漱石は、結果と
してはどちらにしても学問によって、自らの生活
を営
んで行くことに
な
る
ので
あろが、こ
こで
、彼
の経済感笈は、
まずは
「食べるといふこ 」つ
まり生活を確保する
ことを第一
の条件と
していた
と言って良か
ろう。
この
ようにして、学問を栢むことによって自主独立を勝ら得て
行く漱石には、その自主独立は同時に家族の中におけろ更なろ孤立、
家庭内で
の弧独を
も意味していた。
そし
て、学問で生きよう
とする漱石は、学歴を侶重す ころを生じ、
そのほ向は正岡子
規によって
「漱石が学歴をあまりに重視すること」を「俗物」
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（註8)
的であると
して批難される匝にもなって行くし、
「通草」の中に
健三の親類に対する意識として描かれている、
「教育が違ふんだ
から仕方がない」 いう自尊心
を漱石に
植えつける種ともなって
行ったのである。
実際漱石は、
明治二十八年十二月十八日子規宛喬簡に、
「小生
、、、
は教育上性質上家内のものと気風の合は
ぬは昔しよりの事にて小
児の時分より「ドメスチック
ハッど子ス」杯いふ言は度外に付
し居候へば今更ほしくも無之候（信点
lllg
」と蕃いてい
る。
また漱
石と家族の者たちとが如何に隔絶した生活を
していたかを証左す
ろもの て、
次の
ような記車が荒正人氏のr漱石研究年表』に
ある
。
＾臼井亀太郎(ll兄刃）が光藤組吉兄弟とともに上京
し、
約半ヶ月、
玄関を入った右側の六畳に（畢石と）同居すろ。
この間、
一度も父
兄たちに話しかけたことがなかったので、
奇異の感を与える。
（註箪者）＞これは、
漱石と家族の者たちとの異常な実際を、
外から第三者
の目を通して観察したものとして典味深い。
以上、
繰り返してまとめ
ると、
漱石は学問で身を立てることを
自ら
の意志で決定し、
周囲の人々に流されることな
く、
更に言え
ば家族を中心とした周囲の人々と次第に隔絶して行くことをも厭わずヽ自分の目標 将来を学問を積むこ
とで勝ち取って行っ
た。
つまり、＇
経済的自立を含めて、
自分の生活を自分の意志で勝
（註9)
ち取って行ったと言って良いのである。
それが先にも述ぺた「道
草」における「自分の周囲と能＜闘ひ終せたものだ」という感慨につながってい
のである。
ここで論を元へ戻す
と、
ともかくも、
まだ自立能力を持たない
子供であっ
た漱石の
、「修菜」に
よって「世間に出」るという自党
を出発点において支え、
中学から予灼校、
大学予儲門へと進み、
学問 続けることを可能にしてくれた
のは長兄大助で
あった。＋
八、
九才頃の大学予備門の学賓なども大助から出されて
いたと思
£olO) 
われる
ところで、
こうして学生生活を統けていた漱石
が
、突
然明治十
九年九月頃から自活を決意し、
友人
柴野（中村）．是公とともに、
東京本所にあった
私
塾．江東義塑＂の教師とな
り、
勢の寄宿舎の
二階で共同生活を始めている
。
午後二時間ずつの教授に対する俸
給は、
月五円であった。
この時のことは、
後年回想談話「私の経
過した学生時代」の中で、
「私の家は素より豊かな方ではなかつ
ママ
たので、
ーつには家から学資を仰がずに逍つて見ようといふ考へ
から、
月五円の月給で中村是公氏と
共に私塾の教師をしながら予
科の方へ通つてゐ ことがあろ。（明42.I.l『中学生界
J)
」と述ぺて
いる。
また、
その生活ぶりについては、
明治四十二年執策の「永
日小日」に、後の満鉄総裁となった中村
是公との交友を描いたる{
化」の中で、
次のように描
写している。
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＾二人は朝起きると、両国橋を渡つて、一っ橋の予悦門に通学した。
その時分予備門の
月謝は二十五銭であった。
二人は二人
の月給を机の上にとらやとらゃに攪き交ぜ
て、
その内から二十
五銭 謝と、
二円の食料と、
それから湯銭若干を引いて、
あ
．ま
る金
を壊に入れて、
菩麦や汁粉や寿司を食い廻つて歩いた。
共同財産が尽きると
二人とも全く出なくな
っ
た。＞
こうした自活を、
漱石がこの時期突然に始めたことに対して、
その契機を小宮豊隆氏は漱石の落第（明治十九年七月）にあると考え、
その著『夏目漱石』に、
「自ら進んで落第し、
言はば、
ス
タートから出直さうと決心した漱石が、
それとともに、
うらから
学資を仰がずに、
自活しつつそれ
を遂行しゃうとするといふこと
も、
決して考へられないことではないどころではな
く、
寧ろ多分
にありさうなことであると思はれる
」と述べていろ。
文末如何に
も回りくどい
表現で、
小宮氏自身にも確証のなか
ったことを示し
ている。
これに対して、
荒正人氏は前掲の『漱石研究年表」の中で、両g
治十八年末に、
大行政整理が行われた。
金之助
が自活を決意した
のは父直克が警視庁警視
囮をやめたこととOO係あるかもしれぬ9
と推測している。
確かに荒氏の推測は、
漱石自身が「私の家は索
より豊かな方ではなかったので
、一っには家から学登を仰がずに
逍つて見ようといふ考へ ら」と
、理由
を述ぺていろことからも、
考え得ることである。
しかし、
経済的な問題としても父親の部分
的な失職よりも、もっと大きな理由があったのではないだろうか。それ
は長兄大助の宿詞結核の悪化である。
先にも述ぺたように、漱石に学問的環悦を与え、学業を続ける
ことを
可能にして
くれて
いたのは長兄であった。突母亡き後、
夏
目家で性格的にも、
学問的にも最も良き
、唯一の
理解者で
あった長
兄大助にたおれられた時、
漱石
は自分の力で立つことを考えたの
ではないだろうか。
大助は明治十九年、
すぐ次の弟栄之助直則と
（註ll)
ほとんど同時に病床に
つき、
漱石
の徹夜の呑病もむなしく翌二十
年三月二十一日、
三十ーオの生涯を閉じていろ。
夏目家の経済に
（庄n)
とっても、
長男次男の相次ぐ病臥と死は多大な
負担で
あっ
たで
あろ
うし、
直接漱石にとって長兄の死
は、
彼の学菜生活の
後楯を失うに等しいこ であったはずである。
こうした中で、
漱
石は自活の決意を固め、実行したのではないかと思われる。
この江束義塾での自活の体験を、
荒氏は前掲の「漱石文学の物
質的基礎」の中で、
漱石
の第一の「窮乏時代」と見て次のように
分析、
解釈してい
る。
＾この生活は必ずしも苦学生ではない
が、
坪内逍逸の『当世宙
生気質』などに類型的
に
描かれている、
粗野で澄刺とした学生
生活に較ぺれば、
まず質素の部類に属していよう。
生活の不安
の影も苅くさし んでいる。
（略）金銭はここでは、
特権的な
労働(-日一一時間、
英語、
地理、
幾何を教えた）ではあるにせ
ょ、
額に汗を流した代償としてえられたのである。
二十歳頃の
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こういう体験は、
当人の意識を後年まで深く支配する場合が多
い。
（略）ーー＇江菜義塾での体験はきびしい貧困の記憶ではな
いにしても、
一人まえになるまえの労働という特別の記悟をつ
よく植えつけたものと思われる。〉ここで荒氏は、
学生でありながら暖かい家庭の保護を受けるこ
となく、
自ら経済的自立に心を致さざるを得なかった漱石に、
乏
しい給金が食牧に消えた後はただ黙々と慌城するより仕方のなかった彼らの物質的貧しさの中に、
「生活の不安の影」を見ている。
そして、
その貧しい生活を支えたもの
は、
取りも直さず「額に
汗を流した代償として」
労働によって始めて勝ち取られたもの
であった。
荒氏は、
こうした体験、
つまりまだ社会へ踏み出す前
の音年が、
自分の生活を支え
ろための金銭を
、自
らの労働と引き
換えにすることで辛くも獲得するという体験は、
「労慟という特
別の記憶をつよく植えつけ」「当人の意識を後年まで深く支配すろ場合が多い」と述ぺている。
確かにこの体験は、
その後の漱石
の一生を貰ぬいて変わらぬ経済感党であ
るところの
ょ金銭（生活）
は労働と引き換えに始めて獲得でき ものだ”
という感党を堅固
にする働きをしたであろう。
そしてそれは、
漱石が＋オ前後の少
年期 でに自党 て
いた“自分の将来の生活は、
自分の努力に
よって始めて獲得され ものである ＂
という認盆
を、
経済生活
の上に直接的 突証して
みせるこ
とになった体験で
あったとも言
える
であ
る
。
林田氏の若也「漱石の悲劇」第II章のタイト
ル。
このクイ
トル
のもと
に論を展開しているのである
。
註3．
漱石の育った図境が、homeとしての「家庭」と呼ぶこと
ができるものであったかどうかは疑問である
が、
ここでは立
ち入らない。
ここで「家庭」とは大人としての親と、
子供達
註2 註ー
この江束義塾での自活は、
急性トラホームを患ったために約一
年問で打ち切られ、
その後大学へ入学するまでの三年間は家から
学資が出されている。
この頃には泉父直克も、
二人の息子（長男
次男）を失い、
虚弱で学問臆いの三男和一二郎
直矩と漱石とを前に
して、
漱石を塩原家から復籍する交渉も始め、
彼に対す
る態
度を
変えて来ていた。
大学へ進んでからは、
一方では文部省の貸費生とな
り、
また特
待生として授菜料を免除され、
一方では学資補給のために東京専
門学校（現平枡a大字）で講師として再びアルパイトを始め、
大学院
生になってからは、
店等師範学校英語眼託、
国民英学会の講師
な
ども兼任しながら、
自力で学資を稼ぎ卒菜までこぎつけている。
そしてゞ
こうした学生生活を切り抜けた漱石は、
明治二十八年四
月、
愛媛県尋常中学校（松山中学校）へ正式の英語教師として赴
任するの
である。
咋年度、
昭和六十年三月岡大国文論稿第十三号掲戦の「夏
目漱石の経済感党ー他者への経済援助ー」を（そのことする。
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9",いいい
註立 註7 註
6
が共に幕らす場を呼んだものである。
荒正人「漱石文学の物質的基礎」参照
註5
夏目孝「三田附近と漱石」（岩波軒店「漱石全集」昭和十
年版月報）参照
．‘
.
鏡子夫人の回想記『漱石の思い出』に、
「一番上の大一兄
さんがたいそう同梢して、
自分は病身ではあり、
とうてい衷
裕もできそうにないので、
r金ちゃん」を養子にして後を取
せようと、（塩原家から）引きとるととになったのだそうです1とある。
（十七）参照
『硝子戸の中』
註8,＇宮井一郎『詳伝夏目漱石上巻』第四章6参照註9
そこに生じた負の要索、
その孤独の悲痛な姿は、
彼の自沼
心と表褒をなすものとして、
r}迫草』に余すところなく描き
出されている
。.
.
註10
荒正人『漱石研究年表』参照
註11
同右参照
註
4
次男栄之助直則明治二十年六月二十
l
日、
二十八オで死去。
（山形県立米沢女子短期大学講師）
研究室受贈図書雑誌目録（四）
古典研究（ノートルダム消心女子大学）
第十一号
古典諭叢（古典論叢会）
第十五号
人文学論集（
大
阪府立大学）
人文学論集（仏教大学）
第十八号
第二集 第九号
人文科 科紀要（東京大学教従学部
）
第八十二m
語文（大阪大
学
）第
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実践国文学（突践女子大学）椅疫国文学（大阪樟阪上智大学 科紀要上智大学国文学論集女子大国文（京都女子大学）女子
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